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研究成果の概要（和文）： 当研究は、体系的で網羅的な映像資料アーカイブの成立条件を明らかにする
ことを目的とする。その成立条件とは、技術的用件と制度的用件とに大別される。当研究では、その手法
のフォーマット化を探求した。
さらに、期間と分野を限定し、映像資料の網羅的データ収集を試みた。収集データを分析資料として活

用し、より効率的な映像アーカイブのあり方を模索した。公的映像アーカイブス施設の設置を目標とした
研究者・研究機関ネットワークを拡大し、望ましい映像アーカイブスの提言を目指した。

研究成果の概要（英文）： This research is aimed at clarifying the formation condition for the
systematic, cyclopedic visual data archive. The condition is divided roughly into the
technical matter and the institutional matter. In this research, we searched a format of the
taxonomy. Furthermore, we tried to collect the cyclopedic data of the visual material. We
utilized the collected visual data as analysis references and groped for the more effective,
ideal method of visual data archive. In the end, we extended the network among researchers and
research organizations which aimed for the establishment of the public visual archives and
aimed at the proposal of the design of desirable archives.
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１．研究開始当初の背景 　

　以上のような研究目的に沿って、初年度は次
のような成果を上げた。①映像アーカイブ構築
に関する基礎的文献資料の収集、②各地域・各
国の映像アーカイブについての資料収集と調
査。日本国内・海外の各地域の映像資料、テレ
ビ番組資料の収集状況を調査し、関連する研究
者を招いて数次の研究会を実施した。③映像
アーカイブ構築に関する諸問題の検討。「映像
資料」をどのように収集・保存していくかとい
う技術問題を検討した論文を発表した。制度的
観点からは、映像資料アーカイブをどのように
公開していくか、教育的利用・研究利用・映像
製作における再利用・再加工、一般市民への研
究成果の還元の各レベルにおける諸問題の検討
を行い、関連するシンポジウムで報告を行っ
た。④継続的なデータ収集と分類作業。平成19
年度までの研究助成金で得られた機材を用い
て、試験的な資料収集を行った。データベース
としての汎用性の高さ、効率的な資料分類方法
について検討を重ねた。
　継続２年目は、初年度の活動で得られた資料
を対象に、そのデザインについてさらに検討を
加えた。平成２３年度に予定されている、地上
波テレビ放送の完全デジタル化に向けて、従来
設置されてきた録画機器、映像保存機器、資料
分析ソフトなどの再検討を行った。その上で、
導入すべき設備機器の選定を行い、段階的に研
究用設備を導入し、デジタル放送時代の映像資
料収集についての基本的フォーマットを模索し
た。

当研究は、平成17-19年度文部科学省科学研究
費補助金（題目「テレビ映像資料のアーカイブ
構築と分析方法の探究」）の継続研究として企
画された。
学会における最新の潮流では、テレビ研究に

はテレビ番組分析が不可欠であるとの認識が広
く共有され、テレビ研究の意義が再評価されつ
つある。また、テレビの社会的・政治的影響力
があらためて論議され、番組だけではなく、テ
レビＣＭ、映画、ラジオ番組等のオーディエン
スの成立と変化をとらえる歴史的研究も活発化
してきている。
しかしながら、日本においては、メディア研

究に不可欠な分析対象、テレビ番組・テレビＣ
Ｍ・映画作品・ラジオ番組など、資料そのもの
に研究者がアプローチすることが極めて困難な
状態が長く続いてきた。近年、諸国において、
テレビ番組や映像資料を公的に保存・管理し公
開する施設整備が飛躍的に進んでいるのに対
し、日本における公的映像アーカイブスはいま
だに十分に整備されておらず、その方策も定
まっていない。日本におけるメディア文化研究
が、諸外国に肩を並べる水準を確保するために
は、体系的に収集・蓄積され系統的に分類・整
理された、検索と広範な利用が可能な映像アー
カイブスの整備がなによりも急務なのである。
また、研究の視点からだけではなく、メディ

ア環境の拡大と圧倒的な優越が進展する状況下
では、テレビ番組・テレビＣＭ・映画、ラジオ
番組などは、人びとが経験した出来事の記録で
あり、人びとの記憶を形成し、想起させる文化
資源ととらえられる。その意味で、映像アーカ
イブスの構築は文化資源形成という重要な性格
も持っている。
石田佐恵子は、先行の研究課題において、映

像データ、特にテレビ映像分析の手法にかかわ
る研究を展開し一定の成果をあげた。その過程
において、分析対象となるテレビ映像資料を体
系的に収集することを試みた。収集された映像
資料は、日本のテレビ番組、イギリス・アメリ
カ・韓国・インドネシア各国のテレビ番組資
料、約千件である。それらは、映像分析の手法
について比較文化的に探求するという目的のた
めには必要十分な数量であった。しかしなが
ら、個人で収集可能な映像素材数には限界があ
り、ある程度の分類上の体系性こそ確保された
ものの、膨大な映像資料を徹底的かつ網羅的に
収集するには至らなかった。
　

そこで、継続する当研究では、より体系的で
網羅的な映像アーカイブ構築を目標として、そ
れに必要な諸条件の検討、基礎的研究を継続的
に行った。その上で、期間と分野を限定して、
映像資料の網羅的データ収集を試みた。収集さ
れた映像データは、随時分析資料としても活用
しつつ、より効率的で研究・教育目的に特化し
た映像アーカイブのあり方を模索する。最終的
には、公的映像アーカイブス施設の設置を目標
とした研究者・研究機関ネットワークを拡大
し、望ましい映像アーカイブスのデザインの提
言を目指すものである。

２．研究の目的

３．研究の方法

４．研究成果

　当研究は、映像資料アーカイブの成立条件を
明らかにすることが目的である。その成立条件
とは、保存と修復（ⅰ）・上映と公開（ⅳ）に
関する技術的用件と、放送法・著作権法といっ
た制度的用件とに大別される。テレビ映像資料
アーカイブにとってより重要なのは、分類と整
理（ⅱ）・付随資料の文書化（ⅲ）という根気
の要る作業であり、当研究では、その手法の
フォーマット化をも同時に探求してきた。

　当研究の企画は、次のような４つのステップ
から立案された。それは、Ⅰ．映像アーカイブ
構築の前提条件をととのえるための作業（初年
度）、Ⅱ．地上波デジタル・テレビ放送に向け
てのデータ収集デザインの変更作業（２年
度）、Ⅲ．収集した資料の分類とアーカイブ構
築（２年度～最終年度）、Ⅳ．映像資料アーカ
イブ公開とネットワーク化の推進（３年度～最
終年度）である。収集されたテレビ映像資料
は、随時分析資料としても活用し、より効率的
な映像資料アーカイブのあり方の検討へと
フィードバックする。最終的には、公的映像
アーカイブス施設の設置を目標とした研究者・
研究機関ネットワークを拡大し、研究成果を公
開することによって、望ましい公的映像アーカ
イブスのデザインの提言を行う。
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本作業は、収集作業の設計、アーカイブ構築
の実施、分析研究への応用、収集作業の再設
計、資料の本格的な収集、データのフォーマッ
ト化、図示化、資料構成などの手順ですすめら
れた。また、各地域・各国の映像アーカイブに
ついての資料収集と調査を継続して実施した。
さらに、日本国内・海外の各地域の映像資料、
ポピュラー文化資料の収集状況を調査し、関連
する研究者を招いて数次の研究会を実施した。
さらに、研究会の詳細をＨＰにて発信した。
継続３年目は、間近に迫った地上波テレビ放

送の完全デジタル化に向けて、録画機器、映像
保存機器、資料分析ソフトなどを導入し、デジ
タル放送に対応した基本的機器の活用を試験的
に始め、その機器を用いた資料収集と調査を実
施した。さらに、平成２１年度から継続して、
各地域の映像資料、ポピュラー文化資料収集を
行っている関連分野研究者を招いて数次の研究
会を実施し、研究会の詳細をＨＰにて発信する
とともに、活動報告書の刊行を行った。現在
は、それらの成果を論文の形にまとめ、編著を
編纂中である。
最終年度は、①データ収集デザインの確定：

地上波テレビ放送の完全デジタル化に向けて、
従来設置されてきた録画機器、映像保存機器、
資料分析ソフトなどを導入・選定を行い、長期
的展望に立った研究用設備を導入し、映像資料
収集についての基本的フォーマットを確定し
た。また、②映像アーカイブのネットワーク推
進：これまでの作業を総合的に完成させたのち
に、著作権問題を充分に考慮した上で専門研究
者・教育利用・映像制作者との共有の各レベル
について、アーカイブス公開の範囲と可能性を
吟味し、最終的なアーカイブスの完成を目指し
た。

■収集した資料のデータベース化
映像資料を資料として利用可能にするための

分類化・キーワード作成のために、研究補助者
を雇用して分類作業を実施した。
具体的には、作業プロセスのフォーマット

化、収集された資料のデータ入力、再配置、図
示化、資料構成などの手順で進めた。歴史的資
料の収集や比較文化的視点から、関連する資料
も同時に収集した。国内外のテレビ番組サンプ
ルの資料として作成されたデータベースは、主
に８ｍｍテープに録画された１９9０年代から２
０００年代の日本のテレビ番組（テープ140本
分）、ＤＶＤとして作成されたテレビ番組録画
資料、２００６年以降に、テレビ映像資料アー
カイブ・プロジェクトによって計画的に保存さ
れたデジタルデータである。
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